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＜連絡事項＞
・2023年度　第10回　院内研修を下記の日時で実施します。

日時：2024年2月6日(火)・7日(水)　17:15～18：15

　場所：メンタルケア病棟3階　会議室

 　テーマ：｢処遇制限｣　「ハラスメント対策について」

 　講師：佐々木　奎亮　福祉　亜希子

※出席する際はマスクを着用し、着席する際は席の間隔をあけるようにして下さい。

 　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。

 　みんなの書類フォルダー⇒委員会⇒教育委員会⇒

　2023年度教育委員会⇒2023院内研修⇒第１０回院内研修⇒出欠表

 　※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・倉橋　生子様～9：25病棟スタッフ付き添いで青山荘外泊訓練から戻られている。

外泊訓練中問題行動なし。夜間の睡眠状況について「夜1回も起きる事無く朝を迎えたよ。」と話されている。薬に関しては青山荘スタッフの声掛けにて服用していたとの事。

2/5（月）13:00～サービス担当者会議(内科診察室)行いこの日に青山荘入所日を決めるとの事です。
・石切　久様～青山荘の体験利用日について2/3（土）9：30～15：00で調整。
当日は食事代494円＋体験利用費396円　合計890円持参する様に
との事です。
・飯豊　信雄様～本日14：00より弟様と対人面会しています。面会状況は落ち着いていたとの事で持ち込み飲料水（コーラー3本）、袋菓子4袋持参され本人と一緒に確認しています。ご家族より以前のケアマネが死去の為、現在社協に依頼中との事。今後の事については、PSW西舘さんに連絡し話し合い中。
　　　　　　　　詳しい事はＰＳＷに記録参照。
・中村　豊様～ハップスター2袋処方。
・

冨田　幸生様～本日の朝から総合感冒剤（ＰＬ顆粒）毎食後5日分処方
＜要注目患者＞　
・小笠原　文人様～活気ない表情あるが服薬後挨拶し飲んだことを伝えたりしています。日課に支障なく取り組んでいます。奇異な言動や離棟行為なく過ごせています。
・上村　みわ様～湿性咳嗽は持続しているがバイタルサインの異常なく経過。一時的に体調の問い掛けに排便に何回もいって困ると話されています。何回言ったのと聞くと3～4回と、少し軟便の様で肛門の痛みの訴え無いため、便秘よりは良いのでと助言に納得されています。食事もレストラン移動し各食2/3摂取出来ています。
・冨田　幸生様～体温9：45体温38.9℃、酸素飽和濃度87～90％、衣服調整、起坐クーリング強化で経過。頭痛もあるとの事で頓服カロナール（200）1Ｔ服用。水分補給。1時間後にＰＬ顆粒ⅠＰ投薬。内服薬やクーリングの拒否なく素直に応じる事で１1時に体温35.7℃解熱。酸素飽和濃度95～96％保ち
　　　　　　　　１６時体温微熱で経過。咽頭痛、湿性咳嗽持続。頭痛消失しています。
・田中　敬様～担当スタッフの自己紹介後、話題としてシェバーよりＴ字カミソリを使うと話してくる。他者交流なく日課の確認してくる。サインの場所等をここですよねと聞いていた。また、昼食前の検温時間を把握していない様で出来ていないため促すと自ら時間まだわからないですと言い確認して納得されています。飲酒に関連した発言、不安等の訴えは聞かれず経過。
・川村　克久様～朝食レストランから戻り来詰され「幻聴かそうじゃないか分からないけどY.Nの声が聴こえて来るんですよ。ぶつぶつぶつぶつうるさいんですよ！もうご飯は食べません。」と不機嫌に訴不食。8：10不穏時レボトミン（25）1T与薬。何回か同内容を訴え落ち着かない。担当スタッフから今後の退院調整の流れについて説明をするため訪室するも、幻聴によりイライラ感訴え落ち着かないとの事で明日に再度説明をしていく事とする。対話時は表情冴えないが口調は落ちついている。１０時頃本人から２月下旬まで退院待てますと話しています。詳しい説明が後日あると思うからと説明に素直に応じていた。昼食まで寝ていた為、ホールで食べて全量摂取していました。
   ＜皮膚科診察状況＞  

  ・出河　攻様～陰茎亀頭部診察デエキザルベ軟膏１本処方

　
・播磨　克子様～２週間１回診察予定ヘパリン類似物質油性Ｃｒ０．３％２５ｇ 1 本処
　　方。
・中村　豊様～テルビナフイン軟膏、尿素クリーム、アズノール軟膏処方

・大久保　すい様～ヘパリン類似物質油性Ｃｒ０．３％「日医工」２５ｇ 2 本処方。
・小笠原　文人様～1/29・右底部スピルコ貼布
　　　　　　　　　　2/1・切除予定

・高橋　康満様～デルモゾールＤＰ軟膏5ｇ　３本処方
　　　　　　　　フェキフェナジン塩酸塩ＯＤ錠６０㎎２錠（朝。夕）明日より７日分処

　　方
・井上　和美様～慢性湿疹（項部、左下腿）：デルモゾールＤＰ軟膏１本処方
他患者様同内容処置。
＜村上Ｄｒ診察状況＞

・高橋　康満様～本人より体がだいぶ良くなってきたとの事。この頃耳の聞こえが悪くなったきがすると言われていました。主治医より耳垢が原因と考えられるから耳掃除するよう指示ありました。処方変更なし。
・中野渡　鉄男様～ケアマネが決まって事で退院時サマリーを送れば今後は入所できる施設を検討していきたいとの連絡がＰＳＷからあった事を情報提供。診察時主治医より上記内容を本人に伝え退院に向けて進行しているからに頷いていた。以前よりは振戦が軽減していると伝え終了。処変なし。
・十日市　利喜様～独語が聞かれたり壁叩きがある事で叩かれた患者様から不満が聞かれたと事を情報提供している。診察時、本人に壁叩きしているみたいだねなんか見えているかに「しらねい、なんもない」と答え終了。

主治医は無意識に叩く様だから問題はない事をスタッフへ話す。処変なし。
＜村上Ｄｒ退院支援委員会会議＞

・中野渡　鉄男様～退院困難な要因：両親死去、他のご家族非協力　
支援概要：御家族へ書面を作成し投函し成年後見人制度の了承確認を持続していたが返事なくSWより保護者になって頂く方を検討し依頼中だったが支援者要請にて市民後見人選出（高山綾子さん） 介護保険申請結果（要介護1）施設を検討していく・・・十和田の済生会に転院となると後見人も変更手続き

　　　　　　　　　との事その事を含めPSWと検討中。昨年12月28日介護あんしん相談室サンバチの原様が担当ケアマネジャー決まり今後顔合わせ1/19予定し今後の方向性として担当スタッフ退院時サマリ作成をおくった後より施設入所できる場所を検討する予定。
・高橋　康満様～退院困難な要因：家庭内調整保護者が甥で退院後の同居は不可
受け入れ先の確保が困難で保護者は入院継続を強く希望。
支援概要：動機付けできるよう説明、介入施設見学を進めていく

　　　　　　　　家族介入（退院に向けた病状や現状における状態説明を行い、協力サポートが得られるよう介入していく。
　
・十日市　利喜様～退院困難な要因：家庭内調整（姉様から一切の連絡拒否されている  ）
支援概要：退院について消極的な発言が聞かれる為今後施設見学や施設スタッフ等の関わりの中で　意識づけするが頑固さがあり進展出来ない状況の為、退院後のサービスが可能か検討中

　　　　　　　　　　　　　　社会資源活用し、自立した生活が送れる能力を身につけていく。身寄りのないケースとしての対応。本人より退院への意思表示は聞かれず入院継続を望む

保証人や保護者を含め、ＳＷと相談し成年後見人を検討していく事が課題となっている。
